
 

大阪大学核物理研究センター教授会 議事要旨 

 

日 時：令和６年２月６日（火）１５時００分～１５時４５分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、青井、石川、野海、福田、保坂 各教授・石井、井手口、梅原、

大田、郡、小林、堀田、RYU 各准教授・田村、依田 各講師・白鳥、菅谷、鈴木

（謙）、田中、外川、友野、水谷 各助教 

ｵﾝﾗｲﾝ出席者：民井、緒方 各教授・嶋准教授 

陪席者：鈴木（智）助教、森事務長、松本庶務係長、志村研究協力係長、横田会計係長 

ｵﾝﾗｲﾝ陪席者：川畑教授、黒澤講師、佐藤助教、鎌野技術専門職員 

欠席者：岩崎、佐藤 各教授・味村、住濱、永廣、吉田 各准教授・神田講師 

 

Ⅰ．前回教授会議事録（案）について 

メールにて事前送付済 

 

議 題 

Ⅱ．報告事項   

１．各種委員会等について 

（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（１月５日）＜井手口准教授＞ 

（２）ダイバーシティ＆インクルージョンセンター会議（１月９日）＜梅原准教授＞ 

（３）教育研究評議会（１月１６日）＜中野センター長＞ 

（４）部局長会議（１月１６日）＜中野センター長＞ 

（５）原子力研究・安全委員会（１月１６日）＜中野センター長＞ 

（６）核物理研究センター安全衛生委員会（１月２３日）＜井手口准教授＞ 

 

以上、メールにて事前報告済 

 

２．施設見学の実施について 

（１）アジュ大学（韓国）（１月１０日）＜RYU准教授、堀田准教授＞ 

（２）大連理工大学・優秀学生日本文化研修団（１月２３日）＜野海教授＞ 

（３）大阪大学理学部物理学科２年生（１月２４日）＜大田准教授＞ 

（４）マレーシア科学大学（マレーシア）及び理研（１月２４日） 

＜佐藤助教、友野特任助教＞ 

（５）さくらサイエンスプログラム招へい者（中国：現代物理学研究所（IMP）、蘭州大学）

（1月２９日）＜大田准教授＞ 

 

以上、メールにて事前報告済 

 

３．令和６度学内の兼任について 

資料１に基づき、本センター教員の他部局への兼任について報告があった。 

 

４．令和６年度概算要求事項の内示伝達について 

資料２に基づき、令和６年度概算要求内示伝達について報告があった。 

 

５．部局アクションプラン（令和６年度）について 

資料３に基づき、部局アクションプラン（令和６年度）及び「全学的に重視する指標」令和

６年度数値目標を作成し、中期計画委員会（メール審議）において承認された旨の報告があっ



た。 

 

６．（新棟）TAT サイクロトロン棟の竣工について 

（新棟）TATサイクロトロン棟の竣工検査及び引渡し日程について報告があった。 

 

７．その他 

（１）技術職員・技術専門職員公募の選考結果について 

  今年度末定年退職の技術職員の後任人事につき、人事委員会での選考結果について報告

があった。 

  

（２）両統括理事による部局長訪問について 

  １月２５日に行われた両統括理事による部局長訪問について報告があった。 

 

（３）本年５月末から２ケ月程度、コネチカット大学からインターンシップで学生を４～５

名受入れ予定である旨報告があった。 

 

Ⅲ．協議事項  

１．核物理研究センター運営委員会委員の改選について 

資料４に基づき、ｅ投票システムにより実施した運営委員会委員（センター内選出）の

開票結果の発表があり、実験系５名（青井、石川、民井、野海、福田 各教授）及び理論

系１名の（保坂教授）の候補者を選出した。 

 

２．教員人事について 

資料５－１、５－２～６（要回収）に基づき説明があり、審議の結果、特任教授（常

勤）１名、特任教授２名、特任研究員２名の新規採用と特任准教授（常勤）１名、特任助

教（常勤）１名、特任教授５名、特任研究員１５名、技術補佐員３名の継続が承認され

た。 

 

３．クロス・アポイントメント制度に関する協定について 

資料６に基づき、以下クロス・アポイントメント制度に関する協定１件について説明が

あり、審議の結果、承認された。 

・国内 新規１件：派遣 東海国立大学機構名古屋大学  

 

４．令和６年度招へい教員の受入れ及び称号付与について 

資料７に基づき、招へい教員１名の受入れ（新規１名）について説明があり、審議の結

果、承認された。 

また、招へい教授の称号を付与することについても併せて承認された。 

 

５．営利企業の役員兼業について 

資料８（要回収）に基づき、営利企業の役員兼業２件について説明があり、審議の結

果、承認された。 

 

６．令和６年度協同研究員の受入れについて 

資料９に基づき令和６年度の協同研究員の受入れについて説明があり、審議の結果、一

部修正の上、承認された。 

 

７．リサーチ・アシスタントの受入れについて 

リサーチ・アシスタント１９名の受入れについて説明があり、審議の結果、承認され



た。なお、このうち他のフェローシップに採択された者は 受入れを行わない旨、補足説

明があった。 

ＲＡ（PQBA）： 宮本 颯大（D1・化学専攻） 

        松井 昇大朗（D1・物理学専攻） 

              本多 祐也（D1・物理学専攻） 

              田口 諒（D1・物理学専攻） 

              山岡 起也（D1・物理学専攻） 

              安藤 雅晃（M2・化学専攻） 

              宮本 英雄（M2・物理学専攻） 

              長郷 一紀（M2・化学専攻） 

              浜崎 健太（M2・化学専攻） 

              山本 那菜（M2・高分子科学） 

              吉田 桃大（M2・物理学専攻） 

              蓬郷 修一朗（M2・物理学専攻） 

              東家 聖（M2・物理学専攻） 

              LIN YIFAN（M2・物理学専攻） 

              尾池 蓮（M2・化学専攻） 

              石谷 壮史（M2・物理学専攻） 

              山田 千尋（M2・物理学専攻） 

              Paddy Rokus Arnoldus Melsen（D1・化学専攻） 

              GUOHAO YING（D1・物理学専攻） 

受入期間：令和６年４月１日～令和７年３月３１日  合計１９名 

 

８．令和６年度各種委員会委員等の選出について 

資料１０に基づき、令和６年度各種委員会委員等の選出について説明があり、審議の結

果、承認された。 

 

９．入退リーダーの更新計画について 

資料１１に基づき、入退リーダーの更新計画について説明があり、審議の結果、各建物

の玄関については ICカードと指紋認証の併用とするが、基本的に ICカードのみとするこ

とが承認された。 

 

Ⅳ．連絡事項  

１．ゲストハウスの新システム導入について 

キャシュレス化に対応した新予約システムを導入する予定であること、４月１日以降の

利用については、各室 500円増額することについて説明があった。 

 

 

次回教授会 令和５年３月５日（火）１５時００分～ 


